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■項目 チェックリスト※チェックした合計点をスコアに記入してください。 スコア 

 

 

 

① 
コース 

設定 

□ 1～2㎞で 1時間程度の散策コースを設定することができる。 

□ アスファルトではなく、自然の道を散策することができる。 

□ コース上に、ほどよい高低差があり、達成感を得ることができる。 

□ コース上に、幼児が安心して利用できるトイレがある。 

□ 水道や炊事場、クラフトやたき火のできる場所がある。 

□ 非常時に備え電波状況が良好である。 

□ 豪雨や雷雨等から非難できる場所がある。 

□ 緊急時に 20分以内で救急車や救急隊が到着できる。 

□ 管理事務所があり、管理人が駐在している。 

 

 

 

 

 

点 

 
 
 
② 

自然の 
魅力 

□ 川、湖、沼、池等の水辺があり、水生生物が生息する場所がある。 

□ 丘や展望台、低山等の見晴らしや景色の良い場所がある。 

□ 四季に応じて草花や木の実などに触れられる場所がある。 

□ 昆虫や動物など多様な野生の生き物が生息している場所がある。 

□ 神社仏閣や石像、大木や岩など、目的となる物や建物等がある。 

□ 学習環境として優れ、自然の魅力や心地よさを感じることができる。 

 

 

 

点 

 

 

③ 
自然の 
リスク 

□ 散策路の崖、倒木、落石、溝等が整備され、注意喚起されている。 

□ 熊・蛇・猿・猪等に関する有無、およびその安全対策を確認した。 

□ 蜂・ダニ・ヒル等に関する有無、およびその安全対策を確認した。 

□ うるし・毒キノコ等に関する有無、およびその安全対策を確認した。 

□ 川・池等の水辺に関しては、水深、流れ、職員配置等を確認した。 

 

 

 

点 

 

 
 

当日まで

に行う事 

 

□ 事前の下見で①②③を確認した。 

□ LNTなど環境に配慮した保育活動を計画した。 

□ ③のリスクに対する情報を事前に職員に共有した。 

□ ③のリスクを踏まえて安全管理マニュアルを作成した。 

□ 病院や搬送手段など緊急時対応もマニュアル化した。 

□ 直前の下見で③のリスクを再度確認した。 

□ 実施日に③のリスクについて子ども達に注意喚起した。 

 

幼児トレイル
 

①②③の 

合計スコア 

   点 

To Do 
Rist 
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■項目 チェックリスト以外で気になることを記入してください 

 

トレイル 

の魅力 

面白さ 

活用方法 

など 
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・ 

・ 
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その他の 

リスク 

 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

活動後の 

感想、気づ

き、子ども

の様子など 
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地域資源を活かした
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